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本
書
は
、
中
世
武
士
の
典
型
と
さ
れ
た
武
蔵
武
士
に
つ
い
て
、
近
年
の
研

究
蓄
積
を
ふ
ま
え
て
解
説
し
、
広
く
一
般
の
読
者
と
共
有
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
る
。
論
考
の
内
容
は
、「

Ⅰ
 
源
平
の
争
乱
と
武
蔵
武
士

�
『
平
家
物

語
』
の
世
界

�
」
・「

Ⅱ
 
南
北
朝
動
乱
と
武
蔵
武
士

�
『
太
平
記
』
の
世
界

�
」
・「

Ⅲ
 
武
蔵
武
士
団
の
そ
の
後
」
・「

Ⅳ
 
武
蔵
武
士
を
歩
く
」
の
四
つ

に
わ
か
れ
、
武
蔵
武
士
団
の
最
新
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
時
系
列
と
地
域
の
広
が

り
か
ら
把
握
で
き
る
。
 

 
関
幸
彦
「
序
 
武
蔵
武
士
団
へ
の
招
待
」
で
は
、
武
士
団
研
究
の
流
れ
、

武
蔵
の
地
勢
、古

代
以
来
の
関
東
と
武
蔵
武
士
の
歴
史
な
ど
の
切
り
口
か
ら
、

武
蔵
武
士
団
と
彼
ら
を
生
み
出
し
た
政
治
的
・
地
勢
的
環
境
を
概
観
す
る
。
 

 
菊
池
紳
一
「
秩
父
氏
の
諸
流
と
源
平
争
乱
」
は
、
武
蔵
最
大
の
武
士
団
で

あ
る
秩
父
一
族
が
、
国
司
権
力
と
連
携
し
つ
つ
国
内
に
展
開
す
る
様
相
を
あ

と
づ
け
る
。
上
杉
和
彦
「
武
蔵
七
党
と
『
平
家
物
語
』
の
世
界
」
で
は
、『

平

家
物
語
』
を
題
材
と
し
て
「
武
蔵
七
党
」
の
動
向
を
整
理
し
つ
つ
、
南
北
朝

期
に
お
け
る
武
士
の
一
揆
に
対
す
る
認
識
が
、
語
り
本
系
『
平
家
物
語
』
の

「
七
党
」
用
語
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
細
川
重
男
「
鎌

倉
期
の
血
縁
、
婚
姻
関
係
」
で
は
、
武
士
の
婚
姻
関
係
が
政
治
的
に
機
能
す

る
ケ
ー
ス
と
そ
う
で
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
歴
史
研
究
に
お
け
る

証
拠
提
示
の
重
要
性
と
い
う
基
本
的
な
問
題
に
言
及
す
る
。
 

 
高
橋
典
幸
「
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
と
武
蔵
武
士
」
で
は
、
鎌
倉
幕
府
直
属
軍

と
い
う
武
蔵
国
御
家
人
の
特
質
と
多
様
性
を
示
し
て
い
る
。
新
井
孝
重
「
南

北
朝
動
乱
と
『
太
平
記
』
」
で
は
、
東
国
に
お
け
る
南
北
朝
期
の
合
戦
を
『
太

平
記
』
か
ら
概
観
し
、
武
蔵
武
士
団
、
道
路
や
宿
、
時
衆
や
聖
の
あ
り
方
を

詳
し
く
述
べ
る
。
角
田
朋
彦
「
南
北
朝
武
士
団
の
諸
相
」
で
は
、
中
小
武
士

団
が
所
領
維
持
の
た
め
に
と
っ
た
多
様
な
政
治
的
選
択
や
、
平
一
揆
の
リ
ー

ダ
ー
河
越
氏
・
高
坂
氏
の
動
向
を
、政

治
史
と
関
連
づ
け
て
詳
細
に
述
べ
る
。

角
田
「
南
北
朝
期
の
血
縁
、
婚
姻
関
係
」
で
は
、
武
士
団
の
結
合
の
基
礎
が
、

血
縁
（
父
系
結
合
）
か
ら
地
縁
に
変
化
す
る
過
渡
期
と
し
て
、
個
々
の
武
蔵
武

士
や
一
揆
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
。
 

 
高
橋
「
東
国
武
士
の
移
動
と
移
住
」
で
は
、
遠
隔
地
所
領
の
獲
得
や
鎌
倉

で
の
活
動
な
ど
が
武
蔵
武
士
団
と
本
領
と
の
関
係
を
薄
め
る
要
因
に
な
っ
た

こ
と
、
一
方
、
本
領
と
の
関
係
を
維
持
す
る
指
向
も
残
っ
て
い
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。
岡
田
清
一
「
東
遷
し
た
武
士
団
」
で
は
、
文
治
五
・
六
年
の
「
奥

羽
合
戦
」
（
奥
州
合
戦
）
を
き
っ
か
け
と
し
た
武
蔵
武
士
団
の
東
遷
（
北
遷
）
の

類
型
を
明
快
に
整
理
す
る
。
長
村
祥
知
「
西
遷
し
た
武
士
団
 
中
国
方
面
」
、

同
「
西
遷
し
た
武
士
団
 
鎮
西
方
面
」
で
は
、
武
蔵
武
士
団
が
本
領
か
ら
西

国
所
領
に
重
点
を
移
す
事
例
、
逆
に
本
領
に
残
る
こ
と
を
選
択
し
た
事
例
を

紹
介
す
る
。
ま
た
、
宝
治
合
戦
や
蒙
古
襲
来
に
加
え
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
の

新
恩
所
領
獲
得
も
西
遷
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
 

 
角
田
「
古
戦
場
」、
山
野
井
功
夫
「
館
・
城
・
街
道
」、
下
山
忍
「
信
仰
と

板
碑
」
で
は
、
武
蔵
武
士
団
が
活
動
し
た
場
や
、
彼
ら
の
生
態
・
心
性
に
関

わ
る
史
跡
・
史
資
料
に
つ
い
て
、
史
料
所
見
や
発
掘
調
査
の
成
果
な
ど
を
踏
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ま
え
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
 

 
ま
た
、
十
一
編
に
及
ぶ
「
コ
ラ
ム
 
武
蔵
武
士
の
群
像
」 （
久
保
田
和
彦
）
が

時
代
順
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
武
蔵
武
士
の
面
貌
や
関
係
史
跡
が
手
際
よ
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
巻
末
に
は
「
関
連
編
著
書
・
論
文
一
覧
」
（
久

保
田
編
）
が
配
さ
れ
、
武
蔵
武
士
団
、
ひ
い
て
は
中
世
武
士
研
究
・
東
国
史
研

究
に
有
益
で
あ
る
。
 

 
以
上
、
最
新
研
究
に
基
づ
く
叙
述
と
豊
富
な
デ
ー
タ
を
備
え
た
本
書
は
、

一
般
読
者
は
も
と
よ
り
学
界
で
も
ひ
ろ
く
活
用
さ
れ
る
べ
き
成
果
で
あ
ろ

う
。
（
清
水
 
亮
）
 

        

                


